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積算基準〔１一般土木〕第Ⅳ編　道路（平成28年10月30日以降適用)　　訂正対照表
訂正前 訂正後　（平成28年10月30日以降適用）（平成29年 1月11日訂正）

Ⅳ－3－⑪－7 Ⅳ－3－⑪－7

平成29年1月11日訂正

一部削除

３－５ 注入材（材料費） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．５ 注入材（材料費） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m2） 

注入材材質 

無収縮モルタル 

エポキシ樹脂 

（注）１．注入材の数量は，下記によるものとする。 

① 無収縮モルタルの場合は下記の式より必要数量を計上する。 

「（鋼板取付面積 10(m2)×注入厚 0.03(ｍ)－裏当て鋼板体積）×単位質量 1,850(㎏／m3) ×（１＋

割増率）」より算出し，割増率は，表３．６に示す値とする。 

② エポキシ樹脂の場合は下記の式より必要数量を計上する。 

「（鋼板取付面積 10(m2）×注入厚 0.005(ｍ）－裏当て鋼板体積）×単位質量 1,200(㎏／m3）×（１

＋割増率）」より算出し，割増率は，表３．７に示す値とする。 

２．割増率の内訳は，諸雑費と注入材のロスである。 

３．諸雑費の内訳は，３－３鋼板巻立て（注）４に示す。 

 

表３．６ 割増率一覧（無収縮モルタルの場合） 

支柱区分 割増率 

Ａ支柱 0.58 

Ｂ支柱 0.55 

Ｃ支柱 0.54 

Ｄ支柱 0.52 

Ｅ支柱 0.61 

Ｆ支柱 0.58 

Ｇ支柱 0.55 

Ｈ支柱 0.54 

 

表３．７ 割増率一覧（エポキシ樹脂の場合） 

支柱区分 割増率 

Ａ支柱 0.42 

Ｂ支柱 0.41 

Ｃ支柱 0.38 

Ｄ支柱 0.36 

Ｅ支柱 0.44 

Ｆ支柱 0.42 

Ｇ支柱 0.39 

Ｈ支柱 0.38 
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